
平成２８年度 自己評価・学校関係者評価 報告書 

                                      岐阜市立岐阜商業高等学校 学校番号 ６２ 

Ⅰ 自己評価 

１ 学 校 教 育 目 標 

（１）生徒の個性に応じた教育の展開を図り、将来を展望した魅力ある
学校づくりに努める。 

（２）「自彊不息」の校訓のもと、「生きる力」を身に付けた生徒の育
成に努める。 

 

２ 評価する領域・分野 ◇ 教務部 

３ 現状、生徒及び保護者等を 
 対象とするアンケートの結 
 果分析等 

・習熟度別授業や選択授業、少人数授業で学習することが理解につなが
っているという回答は、保護者で８１％、生徒も８３％以上の良い評
価を得ている。 

・授業の教え方についても、保護者８２％、生徒から７９％以上の良い
評価を得ているが、さらなる授業改善に努めていく。 

４ 今年度の具体的かつ明確な
  重点目標 

◇授業における基礎的・基本的な学力の定着を図る。 

 生徒の実態を踏まえ、授業規律を徹底した上で創意工夫のある授業 
を展開する。 

◇主体的な学習態度を育成する。 
 生徒一人一人に具体的な到達目標を持たせるとともに、生徒の思考
過程や自己表現活動を大切にし、より良い学習習慣の育成をする。 

◇将来の進路を見据えた科目等の選択させる。 
 将来の目標を立てさせ自分に合った、コース選択及び科目選択をさ
せる。 

５ 重点目標を達成するための
  校内における組織体制 

・教員研修会の実施 
・生徒による授業評価の充実と効果的な利用 

・「わかる授業、楽しい授業」の追求 

６ 目標の達成に必要な具体的な取組 ７ 達成度の判断・判定基準あるいは指標 

(1) 研究授業の実施 
(2) コース選択、選択科目の内容説明の徹底 

(1) 研究授業での実践 
(2) 生徒、保護者への説明会の実施 

８ 取組状況・実践内容等 ９ 評価視点  10  評 価 

(1) 生徒が積極的に授業に参加する。「楽しい授業
わかる授業」を目指し、「アクティブ・ラーニ
ング」を取り入れた授業を行う。 

 
(2) ＨＲなどを通し、事前にコースの教育課程や選

択科目を説明し、学年全体に周知する。また、
コース選択は保護者にも説明会を実施し、理解
を深めていく。 

(1) 研究授業を行い「アクティ
ブ・ラーニング」がどのよ
うに工夫され、実践されて
いるか。 

(2) 説明会当日だけではなく、
ＨＲや懇談等を通して、説
明がなされているか。 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
  
  

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
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○「アクティブ・ラーニング」の教員研修会を９月と１１月に２回行い、授業に
取り入れて実践することができた。すべての科目において「アクティブ・ラー
ニング」を取り入れた授業が実践できるように推奨していく。 

○コース選択は１年生の学年団の協力で均等なクラス編成が行うことができた。
また、新３年生の科目選択も、科目によって人数にアンバランスの教科もあっ
たが、将来の進路を見据えた選択をさせることができた。 

▲新２年生への経営管理科のコース選択において、高度資格取得を目指すコース
を希望する生徒がいたが、やむをえずコースを変更する生徒がいた。 

 

 総 合 評 価 
 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 

12 来年度に向けての改善方策案 
・本年度は指導主事や外部講師を招いて「アクティブ・ラーニング」の研修会を実施した。来年度以降

も研修を継続し、教員の授業スキルアップにつなげていく。 
・経営管理科のコース選択で、進路指導部と連携して今以上に進路意識を明確にさせ、指導していく必

要がある。 
 

 

 

 

 

 

 



２ 評価する領域・分野 ◇ 生徒指導部 

３ 現状、生徒及び保護者等を 
 対象とするアンケートの結 
 果分析等 

・身だしなみ指導やマナー指導及び交通事故防止などの安全指導につ 

いて、生徒と保護者から昨年並みの肯定的な評価を得た。しかし、交
通事故防止、自転車運転マナー、女子のスカート丈などまだまだ指導
が必要である。 

・「いじめ」を許さず、厳しく対応している評価では生徒と保護者から
昨年を上回る肯定的な評価を得た。しかし「わからない」が１５．７
％であった。今後ともいじめのない学校を目指して取り組みたい。 

４ 今年度の具体的かつ明確な
  重点目標 

◇基本的生活習慣（挨拶・言葉遣い・身だしなみ）の確立 
◇規範意識の育成 
◇交通事故防止の指導 

◇携帯電話使用マナー及び情報モラルの向上 

５ 重点目標を達成するための
  校内における組織体制 

・定期的に全職員による全校一斉の身だしなみ検査の実施 
・毎日、登校時の挨拶指導・身だしなみ指導を生徒指導部、副担任で 

分担しての実施 

・年４回、交通安全校外指導を全職員で分担しての実施 

６ 目標の達成に必要な具体的な取組 ７ 達成度の判断・判定基準あるいは指標 
(1) 身だしなみ検査、登校時挨拶・身だしなみ指

導 
(2) 財務省名古屋税関による薬物乱用防止講話 
(3) 岐阜中警察署による自転車安全運転講習会の 

実施   
(4) 生徒指導部だよりの発行 

(1) 身だしなみ検査の実施及び生徒に対して普段の 
声かけ 

(2) 講話を聴いた生徒の感想文及び迷惑調査の結果 
(3) 交通事故調書及び被害届の提出状況 
(4) 県教委ネットパトロールからの報告及び生徒か 

らの被害届の提出状況 

８ 取組状況・実践内容等 ９ 評価視点  

(1) 身だしなみ検査は特にスカートを短くしてい
ないか否かを重点項目として取り組み、毎朝
生徒指導部・副担任で登校時の挨拶・身だし
なみ指導を実施した。 

(2) 問題を未然に防ぐため学年集会・緊急全校集
会を実施した。 

(3) 岐阜中警察署による自転車安全運転講習会を
実施した。 

(4) 生徒指導部だよりに情報モラルなどについて
掲載し生徒に訴えた。 

(1) 職員の共通理解のもと、足並
みを揃えた取り組み 

    
 
(2) 迷惑調査（いじめを含む）から得 

られた迷惑行為の改善 
(3) 交通事故件数及び盗難等被

害届の減少 
(4) 情報モラルの意識の高揚 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 
 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
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○遅刻が年々減少している。 
○情報モラルに関する問題行動が減少した。 
○自転車による交通事項については１２月現在で昨年と比較し横ばいである。 
▲身だしなみについて、３年生女子が進路決定後１２月頃から悪くなった。職員
の共通理解や指導意識を高めたい。 

▲いじめのない学校を目指し取り組む。 

 

 総 合 評 価 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 

12 来年度に向けての改善方策案 
・身だしなみ指導レベルについては、職員の共通理解や足並みを揃えられるよう、職員朝会・職員会議

などで訴えていきたい。 
・いじめの根絶を目指して職員がアンテナを高く持ち、生徒の情報を素早く収集し、早期発見し適切な

対応をしていきたい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



２ 評価する領域・分野 ◇ 進路指導部 

３ 現状、生徒及び保護者等を 
 対象とするアンケートの結 
 果分析等 

・進路情報の提供について、「よくあてはまる」「ややあてはまる」
と答えた割合が、生徒・保護者共に８割以上であるが、生徒・保護
者共に「よくあてはまる」と答えた割合は、「ややあてはまる」と
答えた割合を下回っている。 

・生徒の進路希望に沿った指導をすることについても、「よくあては
まる」「ややあてはまる」と答えた割合が、生徒・保護者共に８割
以上であるが、生徒・保護者共に「よくあてはまる」と答えた割合
は、「ややあてはまる」と答えた割合を下回っている。 

・生徒自身の主体性や希望の強さとも関わっているので問題は複雑だ
が、より踏み込んだ指導を生徒も保護者も求めていると思われる。 

４ 今年度の具体的かつ明確な
  重点目標 

◇３年生の生徒全員の進路実現 
 
 

５ 重点目標を達成するための
  校内における組織体制 

・年３回の進路指導委員会 
・３年学年団と進路指導部の情報共有と協力体制 
 

６ 目標の達成に必要な具体的な取組 ７ 達成度の判断・判定基準あるいは指標 

(1)企業訪問や企業との懇談会への参加 
(2)大学入試説明会への参加 
 

(1)３年生全員の進路先決定 
(2)生徒たちの自分の進路に対する満足度 

８ 取組状況・実践内容等 ９ 評価視点  10  評 価 
(1)進路指導部員と３年学年団、さらには学校長

にも協力してもらい、企業訪問を行った。 
(2)進路指導部員と３年学年団で大学入試説明会

に参加し、大学との連携をとった。 
(3)将来を見据えたインターンシップの実施。 
 

(1)就職者内定 
 
(2)進学者合格 
 
(3)低学年（１・２年）からの継

続的指導 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

11 
成
果
・ 

課
題 

○３年生の生徒に関しては、概ね順調に進路が決まった。それぞれ自分の力を発
揮して進路を決めることができた。 

○進路指導部と３年学年団が協力して生徒の進路実現に向けて取り組むことがで
きた。 

▲１・２年生に対してもう少し働きかける機会があっても良かった。 

 

 総 合 評 価 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 

12 来年度に向けての改善方策案 
・学力上位層の進学希望者に対する補習を早期から開始する。 
・就職者は、３年生に進級した時点で自分の希望する企業名を言えるくらいの準備をさせ、企業訪問の

際に説得力のある話ができるようにしておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



２ 評価する領域・分野 ◇ 特別活動部 

３ 現状、生徒及び保護者等を 
 対象とするアンケートの結 
 果分析等 

・学校行事や部活動に対して肯定的に捉えている生徒・保護者の割合は昨

年度同様９割以上と非常に高い。生徒対象アンケートの生徒会活動につ

いて活発に行われていると感じている生徒の割合は、79.7％と昨年度よ

り増えているものの、更なる工夫・改善が必要と考えられる。また、生

徒の78.5％,保護者の80.8％がボランティア活動の機会が提供されてい

ると感じており、今後も更に発展、継続させたい。 

４ 今年度の具体的かつ明確な
  重点目標 

(1) 生徒の自主性や創造力を発揮できる活動の場の拡大を目指す。 

(2) 部活動の活性化を図る。 

(3) 生徒の実態を把握し、生徒会活動を充実させる。 

(4) ボランティア活動及び地域行事について、積極的に参加する。 
５ 重点目標を達成するための
  校内における組織体制 

・特別活動部、各種委員会、生徒会執行部、各部活動、ホームルーム 
 

６ 目標の達成に必要な具体的な取組 ７ 達成度の判断・判定基準あるいは指標 

(1) 重要議題について生徒議会を開催し、全校生徒

の問題意識や帰属意識の向上を図る。 

(2) １年生対象の部活動紹介を工夫して各部の魅力

を伝え、更なる部活動の活性化をはかる。 

(3) 執行部による学校行事の検討を行う。 

(4) ボランティア活動に対しての啓蒙活動と地域行 

事への参加を呼びかける。 

(1) 学校行事・生徒会行事における生徒の参加の仕方、 

執行部会・各種専門委員会の年間反省 

(2) 各部活動の活動状況及び実績 

 

(3) 行事後のアンケート 

(4) ボランティア活動・地域行事への取り組み状況 
 

８ 取組状況・実践内容等 ９ 評価視点  10  評 価 

(1) 生徒議会を開催するような重要な検討事項が発

案できず、議会を開催できなかった。 

(2) 部活動に関しては職員の意見を聞き、内規の改

定など次年度への改善点を部顧問会議で決定し

た。 

(3) 定期的に執行部会を行い、当面の活動を理解し

たり、内容を検討したりして積極的に活動でき

た。 

(4) 芸術鑑賞について本年度は演劇を鑑賞し、音響

の心配された体育館での実施であったが、充実

したものとなった。 

(5) 地域からのボランティア活動にその意義を理解 

し積極的に参加する。 

(1) 生徒が自主性・創造性を発揮で

きる場面があり、満足感を得る

ことが出来る。 

(2) 部活動が活性化し、より多くの

生徒が部活動を通して生き生き

と活動する姿が見られる。 

(3) 学校行事や委員会活動に対して 

の意識が高まり、生徒から新た 

な要望が出てくるようになる。 

(4) 地域の行事に積極的に参加する 

姿が見られるようになる。 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

 

 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
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○学校行事や委員会活動は、現行の内容で安定して実施できた。生徒会執行部と各種

委員会にて活動内容のより一層の拡大を目指すと共に、全校生徒がより積極的に参

加(実施)できる方法を更なる検討課題としていきたい。 

○論田川清掃をはじめとする地域貢献、地産地消の商品開発・販売活動、東日本や熊

本などの被災地支援のための募金活動、ベルマーク運動などの取り組みなどが 

｢風に立つライオン基金｣から表彰していただけたことは喜ばしいことであった。 

▲市岐商ブランドの中核を担う「部活動」にも時代の変化に伴い、様々な問題が発生

している。生徒の実態を把握し、より良い活動となるよう部顧問会議等で検討した

が、全職員が一丸となって更に改善を進める必要がある。 

 

 総 合 評 価 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 

12 来年度に向けての改善方策案 
・生徒自らが課題を見つけて自分たちの力で実践し、更に新たな活動を創造していくことは大変難しいことで

あるが、我々教師は生徒への働き掛けを弛まず続け、少しでも前進させたい。 

・部活動に関して、従来の考え方に捉われず、現代のニーズに応じた活動形態を検討し実行したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



２ 評価する領域・分野 ◇ 保健厚生部 

３ 現状、生徒及び保護者等を 
 対象とするアンケートの結 
 果分析等 

・安全に関する指導は、生徒・保護者とも９０％前後の高い数値で評価
されている。 

・地震や台風などの対応についても、生徒・保護者の周知が進み、約９
割の生徒・保護者からの高評価が得られた。 

４ 今年度の具体的かつ明確な
  重点目標 

(1) 健康や安全に関する基本的な知識や習慣を身に付けさせ、生涯を通 
じて健康で安全な生活を営むことができる態度や能力を育てる。 

(2) 緊急時や災害時に適切な行動が取れる態度を育成する。 
(3) 健康教育の推進に務め、安全に留意し危険防止に努める態度を育成 

し、心身共にバランスのとれた人間の育成を目指す。 

５ 重点目標を達成するための
  校内における組織体制 

・危機管理マニュアルに基づいた全職員による組織体制 

・保健主事、養護教諭、クラス担任、保護者の連携体制 
 

６ 目標の達成に必要な具体的な取組 ７ 達成度の判断・判定基準あるいは指標 

(1) 保健主事、養護教諭、担任、学年主任の連携 
強化  

(2) 危機管理マニュアルの周知徹底、職員研修会 
の実施 

(3) 委員会活動の活性化 
 
(4) 全職員・生徒による避難訓練（年３回） 

(1) 保健室の利用者の数や内容 
 
(2) 非常変災時に対する学校の対応と生徒および教 

員の行動について周知徹底の向上 
(3) 保健委員会・美化委員会の日常的な活動と、啓発 

活動の活性化 
(4) 避難完了時間の短縮（目標３分以内） 

８ 取組状況・実践内容等 ９ 評価視点  10  評 価 
(1) 悩みを抱えている生徒に対し、教師側も連携 

をとり対処する。保健室の利用者は少なく概 
ね良好であった。 

(2) ９月に大雨警報発令時に、生徒の帰着確認を 
行う機会を設け、訓練的に実施した。 

(3) 毎月発行の定期健康だよりに加えて、予防や 
注意喚起など、適時に実施する。また、校内 
放送や集会等で委員から生徒に直接呼び掛け 
る。 

(4) 年間２回の訓練を３回に増やし防災意識の向 
上を図った。 

(1) 自己の健康に関心があり、行 
動が伴っているか。 

 
(2) 帰着確認の行えた比率。 
 
(3) 問題等を未然に防ぐため、良 

いタイミングで発行出来て 
いるか。 

 
(4) 命を守る訓練を体験して、防 

災意識が高まったか。 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

 

 

 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

11 
成
果
・ 

課
題 

○校内における保健・安全に係わる業務は、学校保健法などにより実施しなけれ
ばならない取り組みが多いが、順調に実施できたと思います。 

▲命を守る訓練は年間３回に増やし、防災意識の向上を図ったが、実施方法につ
いては改善の余地があり、もっと緊張感のある訓練を取り入れたい。帰着報告
の訓練は保護者との連携もでき、有意義であった。 

○校内の環境整備は順調に進んでおり、修繕箇所や安全性の向上のための物品
の購入など、スムースに行えた。美化についてはもう一つレベルを上げてい
きたい。 

 

 総 合 評 価 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 

12 来年度に向けての改善方策案 
・校内の環境整備を更に向上させるために、啓発的な活動を通して日常の清掃活動のレベルを向上させ
たい。 

・命を守る訓練の実施方法を模索し、効果的な訓練の実施を検討していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



２ 評価する領域・分野 ◇ 渉外部 

３ 現状、生徒及び保護者等を 
 対象とするアンケートの結 
 果分析等 

・学校の教育方針、指導内容等について、概ね伝わっており、理解されて

いる。 

・学校からの連絡文書等について、少数の保護者の中に連絡文書が子ども

から届いていないというケースが見られた。 

４ 今年度の具体的かつ明確な
  重点目標 

◇市岐商デパートを企画・運営することで、保護者との連携を図る。 

◇総会や研修会を実施することで、ＰＴＡ会員相互の連携を図る。 

◇生徒の健全な育成を重視し、保護者との連携を密に行う。 

５ 重点目標を達成するための
  校内における組織体制 

・ＰＴＡ常任委員会（事業、広報、支部、部活動振興会）の定期的開催。 
 

６ 目標の達成に必要な具体的な取組 ７ 達成度の判断・判定基準あるいは指標 

(1) 市岐商デパート飲食部門、謝恩品部門を開催す 

る。 

(2) ＰＴＡ総会、研修会等を実施する。 

(3) 保護者へメール登録依頼・配信を行い、情報を

提供する。 

(1) 市岐商デパート飲食部門、謝恩品部門での売り上げ

実績 

(2) ＰＴＡ総会、各種研修会の参加人数 

(3) 保護者の登録件数と学校からの配信回数 

８ 取組状況・実践内容等 ９ 評価視点  10  評 価 

(1) 市岐商デパート飲食部門、謝恩品部門を開催し 

た。 

(2) ＰＴＡ総会、支部懇談会、ＰＴＡ研修会、そして 

今年度より年末の「綱引き大会」において「とん 

汁の提供」を行った。 

(3) メール登録を呼び掛けると共に、学校から種々の 

情報を配信した。 

(1) 市岐商デパート飲食部門、謝 

恩品部門での保護者の協力と 

参加は得られたか。 

(2) 学校･保護者との連携が図れ 

たか。 

(3) 全校生徒の保護者が登録して 

もらえたか。 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

11 
成
果
・ 

課
題 

○市岐商デパートにおいて、飲食部門では各店舗の販売内容の変更や販売数を増や

し、完売することができた。謝恩品部門についても、全商品を完売することができ

た。数多くの保護者の参加と協力を得ることができ成功裏に終わった。 

○三者懇談において、保護者アンケートを実施し、親子通信を発行することができた。 

○ＰＴＡ支部役員の選出において、おおむねスムーズに役員選出が決まった。 

▲市岐商デパートの謝恩品の回収について、年々出品数が減少傾向にある状況の中、

次年度以降の運営方法について再考する必要がある。 

 

 総 合 評 価 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 

12 来年度に向けての改善方策案 
・ＰＴＡそして学校からの連絡としてメール配信をさらに活用し、生徒の学校生活が把握できるよう連絡内容

の精選を図り、さらに保護者の登録者数を増やす方向へ周知していく。 
・他の分掌とも情報を共有し、ＨＰと共に情報伝達の媒体の一つとしてとして、定期的に保護者へメール配信

を実施する。 
・ＰＴＡ支部役員選出については、無理のない方法で行い、保護者の協力・参加しやすいように企画・運営を

よりよいものに精選していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 評価する領域・分野 ◇図書・視聴覚部 

３ 現状、生徒及び保護者等を 
 対象とするアンケートの結 
 果分析等 

・気軽に利用でき、読みたい本があり、調べたいことがわかる図書館を 
目指す。 

・生徒や地域の方々のリクエスト本やそのニーズに応えることができる 

よう努める。 

４ 今年度の具体的かつ明確 

な重点目標 

◇言語活動の充実を目指す。 調べ学習に対応できるよう、教科担任との連 
携した選書や地域図書館との連携を目指す。 

◇貸出数、利用数の増加を目指し、年４回の朝読書を定着させる。 
◇地域との関係を深める。（win書庫の更新） 
◇視聴覚機器などの授業での積極的な活用を促す。 

５ 重点目標を達成するため 

の校内における組織体制 

・図書委員会の活動(図書委員一人ひとりの自覚と自主的かつ活発な活動)  
・視聴覚委員会との連携 
・地域との連携（利用しやすい雰囲気づくりの再認識） 

６ 目標の達成に必要な具体的な取組 ７ 達成度の判断・判定基準あるいは指標 

(1)各教科の調べ学習に沿った選書を充実させる。 
(2)本の入れ替えを積極的に行い、利用しやすい図 

書館を目指し、生徒の興味、関心を喚起する。 
(3)「読み聞かせ隊」、本校図書館の開放や地域行事 

に参加する。 
(4)視聴覚機器を利用した授業の推進を行い、ＴＶ 

録画などの整備、視聴覚機器の管理を行う。 

(1)生徒の貸出数、利用者数の確認 
(2)リクエストに対する本の積極的な入れ替え 
(3)前年度の反省を生かした読み聞かせに参加していた 

だいた方々と担当した図書委員（今年度、一般生徒の参加者は０） 
へのアンケート 

(4)視聴覚教材（デジタルデータ）の一覧表 

８ 取組状況・実践内容等 ９ 評価視点  10  評 価 

(1) 各教科のサポート並びに人間育成、進路実現の 

ためにもリクエストに極力応えることができ 

た。 
(2) 積極的な選書とともに生徒の興味、関心を促し 

「開かれた図書館」を目指した。 
(3) 「読み聞かせ隊」の実施と本校図書館を地域に開 

放した。 
(4) 視聴覚機器を利用した授業の推進を行い、ＴＶ 

録画などの整備、視聴覚機器の管理を行う。 

(1) 各教科に細かく調査を実施する 

ことができたか。 
(2) 貸出数と利用数の確認。 
(3) 参加者と担当生徒にアンケー 

ト、地域貸出数、利用数の確認。 
(4 )授業におけるＴＶの利用頻度の 

確認と職員からの要望に応えた 
か。 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

11 
成
果
・ 

課
題 

○朝読書での進路指導部とのタイアップによる生徒への発表の機会を与え、各学年で効果
も見られ、定着してきた。そして、昨年度よりも、各教室用ＴＶを利用したり、ＤＶＤ
やパソコンを利用した授業が、科目を問わずに展開されるようになった。 

○「読み聞かせ」は図書委員を中心として実施することができ、地域の方々に本校の図書
館を知ってもらうよい機会となり、交流をより深めることができた。 

▲朝読書やテスト勉強等をきっかけに年間を通して、朝、昼休み、放課後に図書館を利用 
する生徒が増えたが、その反面、書籍を借りる生徒があまり増えていない。 

（職員への貸出は多い） 
▲生徒からの選書リクエストには対応することができたが、教員からの授業に関連した選 

書については時間がかかった。また、相変わらず生徒の返却率が芳しくなかったが、
その反面、督促状の効果が見られたクラスが多かった。 

▲win書庫の不具合により資料検索の手段が限られ、生徒の要望に応えられない場面
が見られた。 

 

 総 合 評 価 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 

12 来年度に向けての改善方策案 
・積極的に生徒の要望に応え、教科との連携を図り、『開かれた図書館』となるよう利用者数とともに貸出数の 
増加にも努めていきたい。 

・地域の方々により一層利用していただくためにも情報発信を積極的に実施していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 評価する領域・分野 ◇商業教育部 

３ 現状、生徒及び保護 

者等を対象とするアン
ケートの結果分析等 

・生徒の93.0％、保護者の89.8％が「より高度な資格取得の達成に努めている。」
という回答。今後も進路選択に向け有効となる資格取得の指導の充実を図る。 

・生徒の90.4%が「本校に入学できて良かったと思う」保護者の94.4%が「お子様は 
よろこんで学校に行っている。」という回答。思いやりの心を育てていきたい。 

４ 今年度の具体的かつ 

明確な重点目標 

◇生徒一人一人がもつ個性や能力の伸長 
自ら考え、学ぼうとする力の育成を図るとともに、生徒一人一人が持つ個性や 
能力を最大限伸ばす授業を実践する。 

◇職業資格取得のための指導 
 生徒自らが自分に適したキャリアを意識し、目的意識をもって各種検定の合格 

に向けて取り組むよう指導を行う。 
◇ビジネスに対する望ましい心構えと地域貢献 
 将来の職業人として必要な倫理観やビジネスマナーを身に付けさせるとともに 
豊かなコミュニケーション能力を育成し、市民講座等を通じて地域貢献を行う。 

５ 重点目標を達成する 

ための校内における組 

織体制 

・商業の基礎科目の授業改善及び、各学科コースにそれぞれの専門分野の知識を 

有する教員を配置し遅進者に対して補習等を実施する。 

・各科目責任者を中心とした授業研究を行い指導内容の充実を図る。 

・市民講座の計画立案及び実施する担当者と生徒を調整する。 
６ 目標の達成に必要な具体的な取組 ７ 達成度の判断・判定基準あるいは指標 

(1) 商業の基礎科目の研究授業を行い、授業改善し生徒の興味関心 
を喚起し、自主的意欲的に授業に取り組む姿勢を育成する。 

(2) 双方向の授業を行い、授業での発問と応答の中で、考えさせる 
発問を行い、生徒が学んだ知識を基に自ら進んで学習する能力 
を高める工夫をし、自信を付けさせる。 

(3) 市民のニーズに合った講座を計画し実施する。講座を実施する
中で生徒に講師やアシスタントをさせ、受講者とコミュニケー
ションを図る。 

(1) 研究授業記録表、公開授業により判断 
する。 

(2) 生徒の授業評価表、及び高度な資格の 
取得状況と全商検定１級の合格状況 
基礎科目（簿記２級 ）の取得状況によ 
り判断する。 

(3)受講者からのアンケート結果により判 
断する。 

８ 取組状況・実践内容等 ９ 評価視点  10  評 価 

(1) 学習指導評価で、73.2%が授業等を通じで一人一人の能力に応 
じた指導を行っていると回答している。授業研究を行い双方向 
の授業に心がけるよう努めた。 

(2) 全商簿記検定前の３日間は、特別編成時間割を組み、集中的に 
学習を行う時間とし学習進度に応じてきめ細やかな指導を実 
践した。 

(3) 難易度が上がった日商簿記検定２級取得に向け、受検者のため 
に外部講師を招聘した講座の回数を１回から３回に増やした。 

(4) 全ての商業系部活動が市民講座を実施することができ、生徒が 
受講者に教える場面をつくることができた。 

(1) 生徒からの授業 
評価結果 

    
(2) 検定の合格率 
 
 
(3) 資格の取得率 
 
 
 
(4) 受講者の満足度 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

11 
成
果
・ 

課
題 

○２年前に実施した１年次における全商簿記２級取得指導が３年目を迎え指導方法が
定着した。 

○全商検定１級３種目以上を取得して卒業する生徒が増加した。 
○商業系の部活動の全てが市民講座を実施し、施設設備を有効利用した。また生徒 

が講師を務めることにより、コミュニケーション能力の向上にもつながった。 
▲一方的な授業ではなく、授業中の発問やグループ学習の中で理解させる授業に心が
けているが、不十分なところがあり、授業評価で指摘事項となった。商業部会でも
議題として取り上げ、双方向の授業を実施していく。 

 

 総 合 評 価 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 

12 来年度に向けての改善方策案 
・より高度な資格取得に挑戦するための土台（各コースの全商検定合格）をつくる。 
・商業科目で学んだ内容において調査・研究し学校全体で発表できる機会をつくる。 
・商業教育部として、ビジネスマナー教育を充実させ、社会に貢献できる人材育成をする。 
・就職、進学への選択肢が広げられるように個別指導にも対応できる基盤をつくる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２ 評価する領域・分野 ◇ デパート課 

３ 現状、生徒及び保護者等を 
 対象とするアンケートの結 
 果分析等 

・「市岐商デパート」は、生徒・保護者・教師が一体となって取り組む行事であると

ほぼ１００％の方が答えている。 

４ 今年度の具体的かつ明確な
  重点目標 

(1) 「市岐商デパート」を通じて、岐阜の産業や特産品に着目し、岐阜の活性化や学 

校のＰＲに努める。また個々においてビジネスマナーの向上を目指す。 

(2) 商業教育の発表の場として、商業で学んだ知識や技術を活かし、仕入・販売・経 

理・経営の各業務を実践遂行する。 

５ 重点目標を達成するための
  校内における組織体制 

・２部７課の組織体制で、生徒中心に活動を行っている。（取締役会） 

・課を代表する先生による委員会を実施している。（デパート委員会） 

 

６ 目標の達成に必要な具体的な取組 ７ 達成度の判断・判定基準あるいは指標 

(1 )県産品を用いた商品開発 

(2) 市場調査や取引先の開拓 

(3) 東日本大震災への復興支援 

(1) 地元企業との連携とお客様に喜ばれる商品開発 

(2) アンケート結果による新たな取扱商品の開拓 

(3) 岩手県立宮古商業高等学校を通じての復興支援 

８ 取組状況・実践内容等 ９ 評価視点  10  評 価 

(1) 昨年に続き地元洋菓子店と連携し、岐阜県産品の白川 

茶を使用した新商品を、また、和菓子店とは県産品の 

蜂蜜などを用いた商品を共同開発する。 

(2) 取引業者および本校職員等と連携を図り取扱商品やイ 

ベントのさらなる充実を目指す。 

(3) 東日本大震災への復興支援として「東北特産品」を取 

り扱った。売上利益・義援金など宮古商業高校を通じ 

て宮古市に寄付した。 

(1) 洋菓子店や和菓子店と県産品を使用 

した商品開発 

 

(2) 新たな取扱商品やイベントの実施 

 

(3) 「東北特産品」の販売やＰＲ 

 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 
 
 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

11 
成
果
・ 

課
題 

○昨年度までの反省を生かし、新規に駐車場所を増やし、交通誘導員を配置したことは、渋滞緩

和の一助となった。 

○県産品の白川茶や蜂蜜を使用した商品の共同開発が、地元洋菓子店と和菓子店の協力により進

めることができた。 

●今年度の反省を改善して、来年度に向けて早めの取り組みを行う必要がある 。 

 

 総 合 評 価 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 

12 来年度に向けての改善方策案 

・３５回に向けて、仕入業者との提携のあり方や次年度取扱商品、販促グッズなどについて検討する。 

・来場者を増加させるためのＰＲ方法を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅱ 学校関係者評価       実施年月日：平成２９年２月１６日 

【意見・要望・評価等】 
・１１月に開催された伝統行事「市岐商デパート」は今年度も素晴らしかった。１００点満点をつけて
も良いと思う 

・本日の授業を参観したが９０点から１００点を付けても良い。普段の挨拶も良いが真剣に授業に向か
う姿勢も素晴らしかった。 

・アクティブ・ラーニングは高校でも取り入れを迫れらているが、アクティブ・ラーニングとは生徒の
様子を確認しながら進めることであり、実務系を指導する専門高校や大学では以前から取り組まれて
いる。本日の参観でも生徒の状況を確認しながら授業を進められていたと思う。 

・現状も素晴らしいが、現状に満足することなく来年度に向けて新たな課題を設定して取り組む姿勢が
素晴らしいと感じた。 

・岐阜市外に在住しているが、市外の企業関係者に話を聞くと本校の生徒への求人意欲は高いものがあ
る。しかし、本校に企業から求人依頼をしたいけれど既存枠に割り込んで求人依頼をすることをため
らっているようだ。新規の会社に積極的に企業訪問をして求人開拓をすることも大切だと思う。 

・本校は資格取得にも力を入れて指導している。成果をもっと公表してよいのではないか。 

・入社後に直接的に資格取得で得た知識や技術で仕事ができるわけでなない。一定期間の研修が必要で
ある。しかし、資格取得に向けた努力は重要であり採用では考慮している。 

・資格取得に励むことはよいことだ。企業では資格プラスアルファを望んでいる。そのプラスアルファ
にあたる人間力の向上に向けた指導の充実を図って欲しい。 

 


